
(57)【要約】

【課題】　Ｈ形鋼梁上に柱が立っていても床パネルを切

り欠く必要がなく、また建物の他部位に影響を与えるこ

となく鉄骨梁の剛性を高めて、遮音性能を改善出来る床

パネルの支持構造を提供する。

【解決手段】　上下のフランジ部３，４が同一幅である

既存のＨ形鋼梁１の上に、上フランジ部８の幅ａが既存

Ｈ形鋼梁１のフランジ部３，４とほぼ同じで、下フラン

ジ部９が上フランジ部８より幅広くなるように両側又は

片側に突出した別のＨ形鋼梁６を乗せて、既存Ｈ形鋼梁

１の上フランジ部３と別Ｈ形鋼梁６の下フランジ部９と

を一体的に連結し、別Ｈ形鋼梁６の下フランジ部９上面

から上フランジ部８上面までの高さに相当する厚みｔを

有する床パネル４を、別Ｈ形鋼梁６の下フランジ部９の

幅広突出部９ｏ上面で支持するようにしてなる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 下 の フ ラ ン ジ 部 が 同 一 幅 で あ る 既 存 の Ｈ 形 鋼 梁 の 上 に 、 上 フ ラ ン ジ 部 の 幅 が 既 存 Ｈ 形
鋼 梁 の フ ラ ン ジ 部 と ほ ぼ 同 じ で 、 下 フ ラ ン ジ 部 が 上 フ ラ ン ジ 部 よ り 幅 広 く な る よ う に 両 側
又 は 片 側 へ 突 出 し た 別 の Ｈ 形 鋼 梁 を 乗 せ て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の
下 フ ラ ン ジ 部 と を 一 体 的 に 連 結 し 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 上 面
ま で の 高 さ に 相 当 す る 厚 み を 有 す る 床 パ ネ ル の 端 部 を 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 の 幅 広
突 出 部 上 面 で 支 持 す る よ う に し た 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と は ボ ル ト ・ ナ ッ ト に よ っ て
一 体 的 に 連 結 す る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と は 溶 接 に よ っ て 一 体 的 に 連
結 す る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 を
介 在 さ せ て な る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 耐 火 断 熱 部 材 を 介 在
さ せ て な る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 及
び 耐 火 断 熱 部 材 を 介 在 さ せ て な る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 骨 構 造 建 物 に お い て 金 属 製 又 は コ ン ク リ ー ト 製 の 床 パ ネ ル を Ｈ 形 鋼 梁 に 支
持 す る 支 持 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に つ い て は 、 公 知 文 献 を 具 体 的 に 挙 げ る こ と は で き な い が 、
図 ５ の (a) に 示 す よ う に 、 ウ エ ブ ２ の 上 下 両 端 部 に 同 一 幅 の 上 下 フ ラ ン ジ 部 ３ ， ４ を 形 成
し た Ｈ 形 鋼 か ら な る 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ に コ ン ク リ ー ト 製 （ 又 は 金 属 製 ） の 床 パ ネ ル ４
の 端 部 を 乗 せ 掛 け て 支 持 す る よ う に し た も の で 、 図 示 は し な い が 、 床 パ ネ ル ４ は 専 用 の 固
定 金 具 や ボ ル ト ・ ナ ッ ト に よ っ て 上 フ ラ ン ジ 部 ３ に 固 定 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う な 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 図 ５ の (b) か ら 分 か る よ う に 、 Ｈ 形 鋼 梁 １
上 に 柱 ５ （ Ｈ 形 鋼 や 角 形 鋼 等 か ら な る ） が 立 っ て い る 場 合 に は 、 床 パ ネ ル ４ の 隅 部 が 柱 ５
と 干 渉 す る た め 、 そ の 床 パ ネ ル ４ の 隅 部 を 切 り 欠 く 必 要 が あ り （ そ の 切 り 欠 き 部 を Ｃ Ｐ で
示 す ） 、 し か も 床 パ ネ ル ４ が コ ン ク リ ー ト 製 や 金 属 製 で あ る こ と か ら 、 そ の 切 り 欠 き 作 業
が 非 常 に 困 難 で 、 作 業 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 一 般 に 床 パ ネ ル 支 持 構 造 の 遮 音 性 能 を 改 善 す る に は 、 床 パ ネ ル の 重 量 を 増 大 す る
こ と 及 び 鉄 骨 梁 の 剛 性 を 高 め る こ と が 知 ら れ て い る が 、 床 パ ネ ル の 重 量 を 一 定 に し た 場 合
に は 、 梁 背 を 大 き く し た り 、 フ ラ ン ジ 幅 を 大 き く す る な ど 梁 サ イ ズ を 変 更 し て 、 鉄 骨 梁 の
剛 性 を 高 め る 必 要 が あ る 。 し か し 、 プ レ ハ ブ 住 宅 で は 、 梁 サ イ ズ の 変 更 は 、 建 物 の 他 部 位
へ の 影 響 が 大 き い た め 、 実 際 に 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 に 鑑 み 、 Ｈ 形 鋼 梁 上 に 柱 が 立 っ て も 、 床 パ ネ ル を 切 り 欠 く 必 要 が
な く 、 ま た 建 物 の 他 部 位 に 影 響 を 与 え る こ と な く 鉄 骨 梁 の 剛 性 を 高 め て 、 遮 音 性 能 を 改 善
出 来 る 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 は 、 上 下 の フ ラ ン ジ 部 ３ ， ４ が 同 一 幅 で あ る
既 存 の Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 に 、 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 幅 が 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の フ ラ ン ジ 部 ３ ， ４ 幅 と
ほ ぼ 同 じ で 、 下 フ ラ ン ジ 部 ９ が 上 フ ラ ン ジ 部 ８ よ り 幅 広 く な る よ う に 両 側 又 は 片 側 に 突 出
し た 別 の Ｈ 形 鋼 梁 ６ を 乗 せ て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ
ン ジ 部 ９ と を 一 体 的 に 連 結 し 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 ８ 上
面 ま で の 高 さ に 相 当 す る 厚 み ｔ を 有 す る 床 パ ネ ル ４ の 端 部 を 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ
部 ９ の 幅 広 突 出 部 ９ ｏ 上 面 で 支 持 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に お い て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ
ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と は ボ ル ト １ ０ ・ ナ ッ ト １ １ に よ っ て 一 体 的 に
連 結 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に お い て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ
ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と は 溶 接 に よ っ て 一 体 的 に 連 結 す る よ う に し た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に お い て 、 既 存 Ｈ 形 鋼
梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に 耐 火 断 熱 部 材 を 介 在 さ せ
て 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２
を 介 在 さ せ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ５ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に お い て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁
１ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に 耐 火 断 熱 部 材 を 介 在 さ せ て
な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ６ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に お い て 、 既 存 Ｈ 形 鋼
梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ 及
び 耐 火 断 熱 部 材 を 介 在 さ せ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 床 パ ネ ル の 取 付 け に あ た っ て 、 別
Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 に 柱 が 立 設 さ れ て も 、 従 来 の 床 パ ネ ル 構 造 の よ う に 床 パ ネ ル の 一
部 を 切 り 欠 く 必 要 が な く 、 そ の 切 り 欠 き の た め の 作 業 が 不 要 と な り 、 床 パ ネ ル の 取 付 敷 設
作 業 の 能 率 が 大 幅 に 向 上 さ れ る 。 ま た 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 は 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 の 上
面 に 乗 せ ら れ て 固 定 さ れ る だ け で 、 そ の 両 端 部 が 柱 や 土 台 等 に 支 持 さ れ た り 、 連 結 さ れ る
も の で は な く 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 両 端 部 が 柱 や 土 台 等 に 支 持 さ れ た り 、 連 結 さ れ る よ う に な
る か ら 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 に 別 Ｈ 形 鋼 梁 を 取 り 付 け た こ と に よ っ て 他 部 位 に 影 響 を 与 え る
こ と が な い 。 而 し て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 の 上 面 に 別 Ｈ 形 鋼 梁 を 乗 せ て 、 既 存
Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と を 一 体 的 に 連 結 す る こ と に よ り 、
鉄 骨 梁 の 剛 性 を 高 め る こ と が 出 来 、 そ れ に よ っ て 床 全 体 の 遮 音 性 能 を 改 善 す る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 床 パ ネ ル は 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 の 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 の 上 面 ま で の 高 さ
に 相 当 す る 厚 み を 有 す る も の で あ っ て 、 床 パ ネ ル の 上 面 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 上 面
と が 面 一 と な り 、 し か も 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 床 パ ネ ル と の 対 向 隙 間 を 少 な く す
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る こ と が 出 来 る か ら 、 遮 音 性 能 が 一 層 向 上 す る 共 に 、 耐 火 性 能 が 向 上 し 、 ま た 耐 火 措 置 も
容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 変
形 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と を ボ ル ト ・ ナ ッ ト で 一 体 的 に 連 結 す る 場 合 に は 、 既 存 Ｈ 形 鋼
梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と に 夫 々 一 定 間 隔 お き に ボ ル ト 挿 通 孔 を
明 け て 、 ボ ル ト を 挿 通 し 、 ナ ッ ト で 締 め 付 け れ ば よ い か ら 、 連 結 作 業 が 簡 単 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 変
形 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と を 溶 接 に よ っ て 一 体 的 に 連 結 す る 場 合 は 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト の
よ う に 緩 む お そ れ が な く 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と を
半 永 久 的 に 一 体 に 連 結 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 を 既 存 Ｈ 形 鋼 梁
の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 介 在 さ せ る こ と に よ っ て 、 床 パ ネ ル
上 で 生 じ た 振 動 や 衝 撃 を こ の 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 に よ り 吸 収 し 、 下 階 側 へ の 振 動 や 衝 撃 の 伝
搬 を 極 力 阻 止 し て 、 防 振 、 遮 音 性 能 の 大 幅 な 改 善 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 耐 火 断 熱 部 材 を 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上
フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 介 在 さ せ る こ と に よ っ て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁
と 別 Ｈ 形 鋼 梁 と の 間 に お け る 耐 火 断 熱 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 の 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 及 び 耐 火 断 熱 部
材 を 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 介 在 さ せ る こ と に
よ っ て 、 床 パ ネ ル 上 で 生 じ た 振 動 や 衝 撃 を こ の 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 に よ り 吸 収 し 、 下 階 側 へ
の 振 動 や 衝 撃 の 伝 搬 を 極 力 阻 止 し て 、 防 振 、 遮 音 性 能 を 大 幅 に 改 善 で き る と 共 に 、 既 存 Ｈ
形 鋼 梁 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 と の 間 に お け る 耐 火 断 熱 性 能 を 向 上 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ の (a) は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 床 パ ネ ル 支 持 構 造 の 横 断 面 図 、 (b) は 同 床 パ ネ
ル 支 持 構 造 の 平 面 図 で あ る 。 こ の 床 パ ネ ル 支 持 構 造 は 、 上 下 の フ ラ ン ジ 部 ３ ， ４ が 共 に 同
じ 幅 ａ で あ る 既 存 の Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 に 、 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 幅 が 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の フ ラ ン ジ
部 ３ ， ４ の 幅 ａ と 同 じ で 、 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 幅 ｂ が 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 幅 ａ よ り も 所 要 量 だ
け 広 く な る よ う に 両 側 に 突 出 し た 別 の Ｈ 形 鋼 梁 ６ を 乗 せ て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ
部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と を 一 体 的 に 連 結 し 、 而 し て 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ
ン ジ 部 ９ の 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 上 面 ま で の 高 さ に 相 当 す る 厚 み ｔ を 有 す る 床 パ ネ ル
４ の 端 部 を 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 幅 広 突 出 部 ９ ｏ 上 面 で 支 持 す る よ う に し た
も の で あ る 。 尚 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 幅 広
突 出 部 ９ ｏ が 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 両 側 に 突 出 す る 構 造 と な っ て い る が 、 建 物 の 壁 側 に 使 用 さ
れ る 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 場 合 は 、 図 ４ の (b) に 示 す よ う に 、 そ の 幅 広 突 出 部 ９ ｏ が 下 フ ラ ン ジ
部 ９ の 片 側 に の み 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ は 、 ウ エ ブ ７ の 上 下 両 端 部 に 上 下 の フ ラ ン ジ 部 ８ ， ９ を 一 体 に 形 成 し た も
の で 、 上 記 の よ う に 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 幅 ａ が 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の フ ラ ン ジ 部 ３ ， ４ と 同 じ 幅
ａ で 、 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 幅 ｂ が 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 幅 ａ よ り も 所 要 量 だ け 広 く な る よ う に 形
成 さ れ 、 そ の 高 さ ｈ は 例 え ば 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 高 さ ２ ｈ の １ ／ ２ と な っ て い る 。 こ の 別 Ｈ
形 鋼 梁 ６ は 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ の 上 面 に 乗 せ ら れ て 固 定 さ れ る だ け で 、 両
端 部 が 柱 や 土 台 等 に 支 持 さ れ た り 、 連 結 さ れ る こ と は な い 。 柱 や 土 台 等 に 支 持 さ れ た り 、
連 結 さ れ る の は 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ で あ る 。 尚 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ は 、 そ の 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 幅 が
既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の フ ラ ン ジ 部 ３ ， ４ の 幅 ａ と 全 く 同 じ で な く て も 、 ほ ぼ 同 じ で あ れ ば よ い
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。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と は 、
図 １ の (a) に 示 す よ う に 、 ボ ル ト １ ０ 及 び ナ ッ ト １ １ に よ っ て 一 体 的 に 連 結 さ れ る 。 こ の
既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 連 結 は 、 溶 接 に よ
っ て 行 う こ と も あ る 。 ボ ル ト １ ０ ・ ナ ッ ト １ １ に よ る 連 結 の 場 合 に は 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の
上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と に 夫 々 一 定 間 隔 お き に ボ ル ト 挿 通 孔 を
明 け て 、 ボ ル ト １ ０ を 挿 通 し 、 ナ ッ ト １ １ で 締 め 付 け れ ば よ い か ら 、 連 結 作 業 が 簡 単 と な
る 。 こ の ボ ル ト １ ０ ・ ナ ッ ト １ １ に よ る 連 結 作 業 は 施 工 現 場 で 行 う が 、 ボ ル ト 挿 通 孔 の 孔
明 け 加 工 は 工 場 で 行 う 。 溶 接 に よ る 連 結 作 業 は 、 原 則 的 に は 工 場 で 行 う が 、 施 工 現 場 で 行
う こ と も 出 来 る 。 溶 接 に よ る 場 合 は 、 溶 接 作 業 に 手 間 は か か る が 、 ボ ル ト １ ０ ・ ナ ッ ト １
１ の よ う に 緩 む お そ れ が な く 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ
ン ジ 部 ９ と を 半 永 久 的 に 一 体 に 連 結 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 床 パ ネ ル ４ は 、 全 体 を コ ン ク リ ー ト で 形 成 し た も の で よ い し 、 ま た 鋼 板 で 形 成 し た 箱 状
の パ ネ ル 本 体 に 生 コ ン ク リ ー ト 、 気 泡 コ ン ク リ ー ト な ど を 充 填 し た も の で も よ い 。 何 れ の
場 合 で も 、 床 パ ネ ル ４ は 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 上
面 ま で の 高 さ に 相 当 す る 厚 み ｔ を 有 す る も の で あ る 。 換 言 す れ ば 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ は 、 下 フ
ラ ン ジ 部 ９ の 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 上 面 ま で の 高 さ が 床 パ ネ ル ４ の 厚 み ｔ に 相 当 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 而 し て 、 こ の 床 パ ネ ル ４ は 、 そ の 両 端 部 を 図 １ の (a) に 示 す よ う に 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ
ラ ン ジ 部 ９ の 幅 広 突 出 部 ９ ｏ 上 面 に 乗 せ て 支 持 さ せ 、 専 用 の 固 定 金 具 や ボ ル ト ・ ナ ッ ト で
下 フ ラ ン ジ 部 ９ に 固 定 す る 。 尚 、 図 ４ の (a) に 、 床 パ ネ ル ４ の 端 部 を 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ
ラ ン ジ 部 ９ の 幅 広 突 出 部 ９ ｏ に ボ ル ト 止 め す る 場 合 を 具 体 的 に 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の よ う な 床 パ ネ ル ４ の 支 持 構 造 に よ れ ば 、 床 パ ネ ル ４ の 取 付 け に あ た っ て 、 図 １ の
(b) に 示 す よ う に 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 上 フ ラ ン ジ 部 ８ に 柱 ５ （ Ｈ 形 鋼 や 角 形 鋼 等 か ら な る ）
が 立 設 さ れ て い て も 、 図 ４ の (a) 及 び (b) に 示 す 従 来 の 床 パ ネ ル 構 造 の よ う に 床 パ ネ ル ４
の 一 部 を 切 り 欠 く 必 要 が な く 、 従 っ て そ の 切 り 欠 き の た め の 作 業 が 不 要 と な り 、 床 パ ネ ル
４ の 取 付 敷 設 作 業 の 能 率 が 大 幅 に 向 上 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 上 フ ラ ン ジ 部 ８ に 柱 ５ を 立 て る 場 合 は 、 図 ２ の (a) に 示 す よ う に 、 別 Ｈ
形 鋼 梁 ６ の 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 上 面 に 柱 ５ を 直 接 立 設 し て も よ い し 、 ま た 同 図 の (b) に 示 す
よ う に 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ を 柱 ５ の 幅 相 当 分 だ け 切 除 し て （ そ の 切 除 部 分 を １ ５ で 示 す ） 、 既
存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ の 上 面 に 柱 ５ を 立 設 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の 床 パ ネ ル ４ の 支 持 構 造 に あ っ て は 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ は 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ
ラ ン ジ 部 ３ の 上 面 に 乗 せ ら れ て 固 定 さ れ る だ け で 、 両 端 部 が 柱 や 土 台 等 に 支 持 さ れ た り 、
連 結 さ れ る こ と は な く 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 両 端 部 が 柱 や 土 台 等 に 支 持 さ れ た り 、 連 結 さ れ
る よ う に な っ て い る か ら 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 に 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ を 取 り 付 け た こ と に よ っ て
他 部 位 に 影 響 を 与 え る こ と が な い 。 而 し て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ の 上 面 に 別
Ｈ 形 鋼 梁 ６ を 乗 せ て 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と
を 一 体 的 に 連 結 す る こ と に よ り 、 鉄 骨 梁 の 剛 性 を 高 め る こ と が 出 来 、 そ れ に よ っ て 床 全 体
の 遮 音 性 能 を 改 善 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 床 パ ネ ル ４ は 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 上 面 ま
で の 高 さ に 相 当 す る 厚 み ｔ を 有 す る も の で あ り 、 換 言 す れ ば 、 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ は 下 フ ラ ン ジ
部 ９ の 上 面 か ら 上 フ ラ ン ジ 部 ８ の 上 面 ま で の 高 さ が 床 パ ネ ル ４ の 厚 み ｔ に 相 当 す る も の で
あ っ て 、 床 パ ネ ル ４ の 上 面 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 上 フ ラ ン ジ 部 ８ 上 面 と が 面 一 と な り 、 し か も
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既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ８ と 床 パ ネ ル ４ と の 対 向 隙 間 Ｓ を 少 な く す る こ と が 出 来 る
か ら 、 梁 上 に 空 洞 部 が な く 、 遮 音 性 能 が 一 層 向 上 す る 共 に 、 耐 火 性 能 が 向 上 し 、 耐 火 措 置
も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 床 パ ネ ル ４ の 支 持 構 造 と 同 様 な 支 持 構 造 で あ る が 、 既 存 Ｈ 形
鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に 粘 弾 性 高 分 子 材 料 か ら
な る 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ を 介 在 さ せ て な る 床 パ ネ ル ４ の 支 持 構 造 を 示 し た も の で あ り 、
(a) は 同 支 持 構 造 の 横 断 面 図 、 (b) は 分 解 断 面 図 で あ る 。 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部
３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と 間 に 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ を 介 在 さ せ た 点 以 外 は 、
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 床 パ ネ ル ４ の 支 持 構 造 と 同 じ で あ る た め 、 こ の 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２
に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ は 、 シ リ コ ン を 主 材 料 と し た 粘 弾 性 高 分 子 材 料 か ら な る 、 振
動 吸 収 性 及 び 衝 撃 吸 収 性 に 優 れ た 超 低 硬 度 の 近 ゲ ル 体 で 、 し か も 耐 久 性 を 兼 ね 備 え た 超 軟
質 エ ラ ス ト マ ー で あ る 。 そ し て 、 こ の 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ は 、 通 常 は 所 要 幅 を 有 す る 連
続 シ ー ト 状 の も の で 、 梁 １ ， ６ の 長 さ 寸 法 に 合 わ せ て カ ッ ト し て 使 用 さ れ る 。 こ の 振 動 衝
撃 吸 収 部 材 １ ２ と し て は 、 例 え ば 、 株 式 会 社 ジ ェ ル テ ッ ク に よ り 「 α GEL 」 の 登 録 商 標 名
で 販 売 さ れ て い る も の 、 あ る い は 、 株 式 会 社 ポ リ シ ス に よ り 「 ハ プ ラ ゲ ル 」 の 商 品 名 で 販
売 さ れ て い る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 粘 弾 性 高 分 子 材 料 か ら な る 振 動 衝 撃 吸 収
部 材 １ ２ は 、 振 動 や 衝 撃 の 吸 収 に 抜 群 の 効 果 を 発 揮 す る も の で あ っ て 、 在 来 の 高 性 能 防 振
ゴ ム と 比 べ て も 共 振 点 、 共 振 倍 率 が 低 く 、 尚 且 つ 振 動 減 衰 時 間 が 短 い と 云 う 卓 越 し た 防 振
性 能 を 有 す る 。 尚 、 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ と し て は 、 上 記 の よ う な 粘 弾 性 高 分 子 材 料 か ら
な る も の に 限 ら ず 、 他 の 適 当 な 材 料 の も の を 使 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の よ う な 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ を 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６
の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に 介 在 さ せ る こ と に よ っ て 、 床 パ ネ ル ４ 上 で 生 じ た 振 動 や 衝 撃 を
こ の 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ に よ り 吸 収 し 、 下 階 側 へ の 振 動 や 衝 撃 の 伝 搬 を 極 力 阻 止 し て 、
防 振 、 遮 音 性 能 の 大 幅 な 改 善 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に は 、
上 記 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ に 代 え て 、 ロ ッ ク ウ ー ル や セ ラ ミ ッ ク ウ ー ル 等 の シ ー ト 材 か ら
な る 耐 火 断 熱 部 材 （ 図 示 省 略 ） を 介 在 さ せ る こ と も 出 来 、 そ れ に よ っ て 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 と 別
Ｈ 形 鋼 梁 と の 間 に お け る 耐 火 断 熱 性 能 を 向 上 さ せ る こ と も あ り 、 そ う す る こ と に よ っ て 既
存 Ｈ 形 鋼 梁 １ の 上 フ ラ ン ジ 部 ３ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ と の 間 に 、 振 動 衝 撃 吸 収
部 材 １ ２ と 耐 火 断 熱 部 材 と の 両 者 を 重 ね て 介 在 さ せ る よ う に し て も よ く 、 そ う し た 場 合 に
は 床 パ ネ ル ４ 上 で 生 じ た 振 動 や 衝 撃 を こ の 振 動 衝 撃 吸 収 部 材 １ ２ に よ り 吸 収 し 、 下 階 側 へ
の 振 動 や 衝 撃 の 伝 搬 を 極 力 阻 止 し て 、 防 振 、 遮 音 性 能 を 大 幅 に 改 善 で き る と 共 に 、 既 存 Ｈ
形 鋼 梁 １ と 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ と の 間 に お け る 耐 火 断 熱 性 能 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ の (a) は 、 床 パ ネ ル ４ の 端 部 を 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 幅 広 突 出 部 ９ ｏ 上
面 に 載 置 し た 後 、 こ の 床 パ ネ ル ４ 端 部 を ボ ル ト 止 め す る 場 合 を 具 体 的 に 示 し た も の で 、 金
属 板 製 の 中 空 パ ネ ル 部 材 ４ ａ と こ れ に 装 填 さ れ た コ ン ク リ ー ト ４ ｂ と 中 空 パ ネ ル 部 材 ４ ａ
の 両 端 部 に 夫 々 取 り 付 け た 小 口 塞 ぎ ４ ｃ と か ら な る 床 パ ネ ル ４ を 取 り 付 け る 場 合 を 示 す 。
即 ち 、 こ の 場 合 に は 、 床 パ ネ ル ４ の 小 口 塞 ぎ ４ ｃ 部 分 を 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の
幅 広 突 出 部 ９ ｏ 上 面 に 乗 せ て 、 ボ ル ト １ ３ 及 び ナ ッ ト １ ４ に よ り こ の 小 口 塞 ぎ ４ ｃ 部 分 を
幅 広 突 出 部 ９ ｏ に 固 定 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ の (b) は 、 建 物 の 壁 １ ５ 側 に 使 用 さ れ る 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ に 床 パ ネ ル ４ を 取 り 付
け る 場 合 を 示 し た も の で 、 上 記 同 様 に 別 Ｈ 形 鋼 梁 ６ の 下 フ ラ ン ジ 部 ９ の 幅 広 突 出 部 ９ ｏ 上
面 に 床 パ ネ ル ４ の 小 口 塞 ぎ ４ ｃ 部 分 を 乗 せ て 、 ボ ル ト １ ３ 及 び ナ ッ ト １ ４ に よ り 小 口 塞 ぎ
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４ ｃ 部 分 を 幅 広 突 出 部 ９ ｏ に 固 定 す る よ う に し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 (a) は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 床 パ ネ ル 支 持 構 造 の 横 断 面 図 、 (b) は 同 床 パ ネ
ル 支 持 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 (a) 及 び (b) は 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 に 柱 が 立 設 さ れ る 場 合 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 既 存 Ｈ 形 鋼 梁 の 上 フ ラ ン ジ 部 と 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 振 動 衝 撃 吸 収
部 材 を 介 在 さ せ て な る 床 パ ネ ル の 支 持 構 造 を 示 し た も の で あ り 、 (a) は 同 支 持 構 造 の 横 断
面 図 、 (b) は 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 (a) は 従 来 の 床 パ ネ ル 支 持 構 造 を 示 す 横 断 面 図 、 (b) は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 (a) 床 パ ネ ル 端 部 を 別 Ｈ 形 鋼 梁 の 下 フ ラ ン ジ 部 の 幅 広 突 出 部 上 面 に ボ ル ト 止 め し
た 状 態 を 示 す 床 パ ネ ル 支 持 構 造 の 拡 大 詳 細 断 面 図 、 (b) は 建 物 の 壁 側 に 使 用 さ れ る 別 Ｈ 形
鋼 梁 に 床 パ ネ ル を 取 り 付 け る 場 合 を 示 す 床 パ ネ ル 支 持 構 造 の 拡 大 詳 細 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 　 　 　 　 　 既 存 Ｈ 形 鋼 梁
２ 　 　 　 　 　 ウ エ ブ
３ 　 　 　 　 　 上 フ ラ ン ジ 部
４ 　 　 　 　 　 下 フ ラ ン ジ 部
５ 　 　 　 　 　 柱
６ 　 　 　 　 　 別 Ｈ 形 鋼 梁
７ 　 　 　 　 　 ウ エ ブ
８ 　 　 　 　 　 上 フ ラ ン ジ 部
９ 　 　 　 　 　 下 フ ラ ン ジ 部
１ ０ 　 　 　 　 ボ ル ト
１ １ 　 　 　 　 ナ ッ ト
１ ２ 　 　 　 　 振 動 衝 撃 吸 収 部 材
１ ３ 　 　 　 　 ボ ル ト
１ ４ 　 　 　 　 ナ ッ ト

10

20

30

(7) JP 2005-146528 A 2005.6.9



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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